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Box-Pd(Ⅱ)触媒によるジベンゾチオフ ェニルケ トンの合成
○蒋 逸云1,日下部 太一1,加藤 恵介 1(1東邦大薬)

【目的 ･結果】先に我々はプロパルギルアミドおよびアセテー トの環化-カル

ボニル化-環化カップリング(ccc-coupling)反応を報告 している 1｡今回､(α-

メ トキシメチル)(0-アル キニル フェニル)スル フィ ド1を基質 とした

CCC-Coupling反応を検討 した｡1を5m01% の [(±)-PhboxPd(也)2]錯体を触

媒として､1.5当量のパラベンゾキノン存在下､メタノール中､一酸化炭素雰

囲気下､-30--10℃で撹拝 したところ､目的の反応が進行 し､二つのベンゾチ

オフェンを有するケ トン2が最高 99% の収率で得られることを見出した｡
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